
注　意!

注  意! …取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。
冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

●商品が落下･破損するおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・躯体取付けブラケットは、躯体の柱などの重量・使用に耐えられる構造材に直接取付けてください。
・躯体が木造の場合は、天井付けはしないでください。
・指定のボルト・ねじで固定してください。
・コーチボルトφ9を使用する場合は、必ず構造材に45mm以上ねじ込んでください。付属のコーチボルトだと長さが足りない場合は、
別途用意してください。
・アジャストアンカーφ10（オプション）を使用する場合は、必ずRC本体に45mm以上埋込んでください。
●強いスプリングでアームが伸びてケガをするおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・アームをアームブラケット・前枠に取付け終わるまで、アームバンドを外さないでください。
・アームバンドを外す際は、手で押さえてください。
●漏水のおそれがありますので、ねじ穴にはコーキング材を充てんしてください。

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

■取付けされる方へのお願い

●強風（10m/s以上）のとき、又は突風が予想される場合は、必ずキャンバスを巻取ってください。
●出幅が2mを超える場合は、こう配角度を20°以上に設定してください。キャンバスに雨水が溜まることがあります。
●キャンバス生地・フリル生地は汚れ・傷が付きやすいので特に取扱いに気を付けてください。
●特注寸法でご注文の場合、上下ケース・前枠は規格寸法品となりますので現場加工をしてください。
●　　　　　　  の場合、モーター（巻取りパイプ）は日影に入れて熱くならないようにしてください。

■取付け上のお願い

■タイプ一覧

●この説明書は必ず、取付けされる方にお渡しください。
※　　　内は、ロットNo.表示位置を示します。

リモコン
送信機

※室外露出スイッチ仕様
　は特注対応

センサー

ON

コントロール
ボックス

配線モール
（別途手配）

センサー用
室内露出
スイッチ

クランクハンドル

AC100V
電源へ

室内埋込み
スイッチ

室内露出
スイッチ

配線モール
（別途手配）

配線モール
（別途手配）

屋内コンセント
AC100V

屋外コンセント
AC100V

室外露出
スイッチ

屋外コンセント
AC100V

モーター
リード線

モーターリード線

プラボックス
受信機

FM電波
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室内側室内側

室外側

室内側

手動式 電動スイッチ式

電動スイッチ式

配線モール
（別途手配）

屋外コンセント
AC100V

●風力センサースイッチ仕様/風力陽光センサースイッチ仕様

●室外露出スイッチ仕様
電動スイッチ式
●室内露出スイッチ仕様

電動スイッチ式
●室内埋込みスイッチ仕様

電動スイッチ式
●リモコンスイッチ仕様

配線モール
（別途手配）

配線モール
（別途手配）

※センサー用室外露出スイッチ（室内露出スイッチ）
1個が追加できます。（特注対応）
※センサーとの併用はできません。

電動スイッチ式

アース

アース

アース

アース

アース

の
設
定

開
リミット調整棒

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

白ボタン

ボタンカバー

ボタンカバー
（黄色）

黄ボタン

※間口・出幅サイズによりモーターのタイプが異なりますので、取付けてあるタイプに
合わせてタイプAかタイプBのリミット調整方法を選んでください。

〔タイプA：リミット調整棒タイプ〕
①電源を入れ、リミット調整棒を引っ張った状態のままスイッチを入・切して止めたい
位置で停止させます。
②開・閉の設定する方のリミット調整棒を放し、元の状態に戻します。
　・張り出す（開く）状態の場合は外観奧のリミット調整棒を放し設定します。
　・巻き取る（閉じる）状態の場合は外観手前のリミット調整棒を放し設定します。
③モーターカバー（黄色の部品）を取付けます。

■メンテナンス

■巻きじわ調整

■開閉リミット（限界）調整

①前枠からチューブを抜き、キャンバスを外します。
②巻取りパイプからキャンバスをほどいて外します。
③新しいキャンバスを巻取りパイプに一直線になるようマジックテープで取付けます。
④前枠にチューブでキャンバスを差込みます。
⑤キャンバスの巻きずれがないか確認し、キャンバスを巻取ります。

※巻きじわが発生した場合は、以下の手順にしたがってください。
①巻取りサポートがキャンバス生地の継目に取付けてあることを確認します。
②キャンバス生地を間口方向にピンと張り、巻きじわを直します。
③閉じる最後に、アームのひじが前枠やパイプに当たっていれば前枠部品の取付け位置調整をします。
※それでもひどく巻きじわが発生する場合は、以下にしたがって調整してください。
・巻取りパイプには一巻き分の生地の巻き残しがありますので、それに隠れるようにパイプ芯に布テープを張ります。
テープは市販の布テープで結構です。張付け位置はキャンバス生地の継目と継目の間です。

※テープは軸径を大きくすることにより生地の継目と中間の巻取り径を合わせるために張ります。
※早く巻取り過ぎて前枠が内側にそってしまわないよう、布テープは厚く張り過ぎないでください。
※巻取りサポートが複数ある場合は、巻取りサポート位置を前後して、キャンバス生地が均等に当たるようにします。

■キャンバスの交換

●前枠の左右の閉じのこし寸法が異なる場合は、躯体のレベル出し、アームの調整・キャンバスのしわ取りをした上で、
閉じのこし部分の巻取りパイプにテープ張りをします。

■前枠の閉じのこし寸法の調整

外観左側

外観左側

外観右側

外観右側

の
設
定

の
設
定

の
設
定 の設定

白ボタン
の設定

の設定
黄ボタン
の設定

リミット調整棒

モーターカバー
（黄色）

モーターカバー

〔タイプB：リミット調整ボタンタイプ〕
※3間×3m以上のサイズで出てきます。
①電源の入っていない状態でボタンカバーを外し、リミット調整ボタン（2個）を押します。
※ボタンが下がった状態　になり、未設定状態になります。
②電源を入れ、スイッチを入・切して止めたいところで停止させます。
③巻取った（閉じた）状態の場合は外観手前のボタンを押し、上った状態　にします。
　張出した（開いた）状態の場合は外観奥のボタンを押し、上った状態　にします。
※リミット調整が設定され、この位置にくると自動停止します。
④作動確認し、リミット調整が正しく設定されていない場合は①～③の手順をやり直します。
⑤ボタンカバーを取付けます。

■施工後のチェック項目

ブラケットの取付けボルトのゆるみ・締め忘れはないか 6ページ

ブラケットの取付けボルトにシーリングはしたか 6ページ

丸軸と軸受けの間は1～3mmあいているか 6ページ

アームの左右・取付け方法は適正か

アームのひじが前枠や巻取りパイプに当たっていないか 7ページ

7ページ

アームのひじが下ケースに当たっていないか 7ページ

全開の場合、アームのひじは5mm程度開いているか 8ページ

角度設定はブラケット側と前枠側がそろっているか 5・7ページ

前枠は断面図通り納まっているか 8ページ

8ページキャンパスのたるみ・シワ・巻きずれはないか

閉
開

閉

開 開

閉 閉

巻取りサポートB

巻取りパイプ

布テープ（市販品）

布テープ（市販品）

ベースパイプ

六角ボルトM8×65

巻取りサポートA

キャンバス生地の継目

●ボックスタイプ●フリルタイプ

こう配 出　幅
フリルタイプ ボックスタイプ

A B A B

15°～35°
2m以下 15 245 15 195

2m超え 20 250 20 200

2m以下36°～45° 20 255 20 205

●前枠納まり寸法（目安値）

コーキング材コーキング材

A

1
5
°
45°

256.7
B

256.7
B

A
1
7
0

フ
リ
ル

45°
  

※全開の場合は、アームが伸びきっ
た状態から少し巻戻した状態で設
定してください。
　伸びきった状態にすると風が吹い
たときにアームが破損しやすくな
ります。又、巻戻し始めが重くなり
ます。アームのひじ部品のベルト
が5mm程度見えるように設定し
てください。

※キャンバスを張出す（開く）場合は、周囲に障害物（木の枝・電線・アンテナな
ど）がないか確認してください。
※リミット調整された範囲内であれば、途中停止状態でも使用できます。

※          と　　　　　　で調整
方法が異なります。

キャンバス
ストップマーク
※現場張付け

ストッ
プ

ストッ
プ

■全開時の設定

※アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　　  緑色（外観右用）

約5mm

アーム（L）

※ストッパーはありませんので、前枠
が止まる直前で止めてください。
※全開時の設定以内で、ストップマーク
を下図のように張付けます。

〔閉じるとき〕

〔開くとき〕

※リミット調整棒を引っ張ってい
る状態がフリーの状態です。
※2本同位置で引っ張って放すと
モータが動かなくなります。
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手動式

電動スイッチ式

手動式 電動スイッチ式

回転方向閉回転方向閉

回転方向開回転方向開

回転方向開
回転方向開

回転方向閉
回転方向閉

取付け説明書

MAG-863F　AQ26　2013年2月1日発行

可動式日除け 彩
あ や ど り

鳥L型



■取付け手順

W

30

30

躯体取付けブラケット

ベースパイプ

巻取りパイプ

前枠（フリル）

フリル
パイプブラケット

キャンバス

巻取りサポート

アーム（L）

アームブラケット

前枠（フリル）キャップ（R）

前枠（フリル）キャップ（L）

上ケースキャップ（R）

上ケースキャップ（L）

下ケース

アーム（R）

※取付け位置は4ページをご覧ください。※取付け位置は4ページをご覧ください。

1躯体取付けブラケットの取付け

6上ケースの取付け
7アーム・アームブラケットの取付けおよびアームの調整

8下ケースの取付け
9キャンバスの固定
10前枠キャップの取付け

■　　　　　　　　 電気配線11カバーの取付け
■開閉リミットの調整

2ベースパイプの取付け
3パイプブラケットの取付け

4巻取りパイプの取付け
5巻取りサポートの取付け

サイドキャップ

※取付け面の面を出してください。

※電動の場合は結線してリミット調整してください。
※アームが伸びきると、アームが突張って巻取れない場
合があります。アームひじを曲げ方向に押すか、前枠を
押して巻取ってください。

■構造説明図
※本図は外観右側を駆動部とし、手動式を例に示します。

前枠（フリル）
キャップ（L）

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

キャンバス（布）

皿ドリルねじ
φ4×20

皿ドリルねじ
φ4×20

丸軸
巻取りサポートB

シーリング材

上ケース

六角ボルトM8×20
六角ボルトM8×20

平ワッシャーM8用
ナットM8用

上ケースキャップ（R）

上ケースキャップ（L）

軸受け
パイプ固定部品

サイドキャップ（L）

巻取りサポートA

六角ボルトM8×65

ナベ小ねじM4×12

平ワッシャーM10用
スプリングワッシャーM6用

トラス小ねじM6×16

六角ボルトM8×65

前枠部品B（R）

平ワッシャーM6用
六角ボルトM6×12

六角ボルトM5×22

六角コーチボルトφ9×100 
スプリングワッシャーM10用
平ワッシャーM10用

ナットM8用
A部

A部

六角ボルトM10×75

六角ボルト
M8×65

ナットM8用・スプリングワッシャーM8用・平ワッシャーM8用

角度調整材B

前枠部品A
六角ボルトM5×22

前枠（フリル）

前枠取付け裏板

躯体取付けブラケット

躯体取付けブラケット裏板

ナットM8用

手動ギア

平ワッシャーM6用
ナットM6用

六角ボルトM8×65 

下ケース
※フリルタイプの場合
   はオプションです。

チューブ

パイプブラケット

ナベ小ねじ
M4×16

サイドキャップ（R）

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12
前枠（フリル）キャップ（R）

ベースパイプ

フリル

巻取りパイプ

ナットM8用

六角ボルトM6×55

ナベ小ねじM4×45

下ケース取付け金具

六角ボルトM8×25
六角ボルトM8×40

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×14

アーム根元軸
アーム（L）
※アームバンド
   …赤色（外観左用）

アーム根元部品

アームブラケット

アーム（R）
※アームバンド
　…緑色（外観右用）
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角軸

スプリングワッシャーM10用
  平ワッシャーM10用

■　　　　　　　　 （A部詳細図）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

電動モーター

角軸受け

ロットNo.
表示位置

ロットNo.表示位置

電動スイッチ式

上ケース

電動スイッチ式

ON

屋外コンセント
AC100V

室外露出
スイッチ

配線モール
（別途手配）

モーター
リード線

※電気工事説明書をご覧ください。

アース

※右記1～3の調整を行わないとアームのジョイント部分が破損（すき間）
します。

④前枠部品を移動し、アームが正常位置にくる様に調整して固定します。

※アームおよび前枠部品Bには左右があります。
　アームバンドおよびシールの色で見分けてください。
※アームバンドの色と前枠部品Bに付いているシールの色を合わせてください。 
①ベースパイプに、アーム・アームブラケットを取付けます。

①下ケースを、下ケース取付け金具・パイプブラケットに取付けます。
②サイドキャップを取付けます。
※下ケースに手動ギアが当たる場合は、手動ギアをパイプブラケットに固定
しているボルトをゆるめて当たらないよう調整し、ボルトをしめ直してくだ
さい。

①前枠に前枠キャップを取付けます。

8下ケースの取付け

●フリルタイプ

●ボックスタイプ

①開閉したときキャンバ
スが横ずれしないよう、 
チューブをキャンバス
から少し出る位置で  
カットし、キャンバスの
外側に皿ドリルねじを
止めて固定します。

9キャンバスの固定

10前枠キャップの取付け 11カバーの取付け

7アーム・アームブラケットの取付けおよびアームの調整

サイドキャップ（R）

※フリルタイプの場合はオプションです。

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12

パイプブラケット

現場切詰め（連装の場合）169mm

ナベ小ねじM4×16

φ4.5連装時現場穴あけ

ナベ小ねじM4×12

下ケース取付け金具

ナベ小ねじM4×50

下ケース
取付け金具

ナベ小ねじM4×16
ナベ小ねじM4×45

連装部分

皿ドリルねじ
φ4×20

前枠（ボックス）
キャップ（R）

前枠（ボックスタイプ）

②アームを前枠に取付けます。
※前枠をアームの前に垂らした状態で前枠部品Aを
スライドさせて取付けます。

③アームのこう配角度を調整します。
※前枠部品Aのラインと前枠部品B
のラインを合わせると前枠の傾き
を一定に設定できます。
　右図の状態がアーム角度15°です。
※角度調整材Bは
　15°～30°の場合は取付けボルト
の下に入れます。

　31°～45°の場合は取付けボルト
の上に入れます。

15°
前枠部品
ボルト

前枠部品
ボルト

角度
調整材B

角度
調整材B

角度調整ボルト
M5×22

20°

25°
35°

45°
30°

15°～30°の場合 31°～45°の場合

40°

■15°設定の例

角度調整材B

前枠前枠部品A

目安
寸法

※4
ペー
ジ参
照

アーム
前枠部品Bスラ

イド

前枠部品A

角度調整材

ライン

ライン

角度調整ボルト
M5×22

前枠部品B

角度調整ボルト
M5×22

皿ドリルねじ
φ4×20

前枠（フリル）
キャップ（R）

前枠（フリルタイプ）

皿ドリルねじ
φ4×20

キャンバス

前枠 チューブ

六角ナットM8用

ベースパイプ 六角ボルトM8×65

アームスペーサー

アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　  緑色（外観右用）

アーム

アームブラケット

※4
ペー
ジ参
照

シール

前枠部品B… 赤シール（外観左用）
　　　　　　緑シール（外観右用）

●全てのアームをアームブラケット・
前枠に取付け終わるまで、アーム
バンドを外さないでください。

注　意!

すき間が発生！ すき間が発生！

前枠前枠部品A

躯体アーム

ひじ

巻取りパイプ

アームのひじが
前枠側によって
いる。

2.前枠部品Aを下図のように数ミリづつ移動させ、アームのひじが前枠と
巻取りパイプの中間に位置するように調整します。
※アームのひじを持上げ、前枠部品をプラスチックハンマーで軽くたたい
て少しずつ移動させます。

1.前枠部品Aを取付け目安寸法（4ページ参照）より5mm程長めの位置に 
仮止めします。

目安寸法 5mm程度

⑤前枠の水平やアームの角度を③④の操作で調整します。
3.前枠部品Aを固定します。

等しく
移動してください

正常位置

■アームの調整
アーム根元部品

アーム
アームスペーサー　　

アームブラケット

※アームを壁側に一直線にし、左右のバランスをアーム
スペーサーで調整してください。
※アームが下ケースに当たらないようにしてください。

※位置により
アームの傾き
を調整します。

アーム

引寄せる

※前枠部品Aをスライドさせ、六角
ナットを締める際に、前枠の下側
を引寄せて固定します。

●アームバンドを外す際は、
手で押さえてください。

注　意!

■アーム部品カバーの取付け
●アーム取付け調整後、ねじ止めします。

ブラケットカバー

アームブラケット
皿小ねじ
Ｍ4×10

ベースパイプ

■ブラケットカバーの取付け（L型のみ）
●アーム取付け調整後、ねじ止めします。

　　　　　　　　アーム部品カバー 皿小ねじ
Ｍ4×10

前枠部品A

前枠

六角ナット
M8用

スプリング
ワッシャー
M8用

平ワッシャー
M8用
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やってはいけないこと！
●ひじが巻取りパイプ
にぶつからないよう
に注意してください。

アーム

※前枠と部品
を密着させ
てください。

※手でアームを持ち上げて取付けてください。
　ボルトが入りやすくなります。



■製品重量 ■出幅とこう配の関係

■取付け位置の障害物確認

上ケース重量
下ケース重量

間　　　　　口
1.0間
25.1
－
－
－
－
26.5
－
－
－
－
5.6
1.6

32.7
33.3
34.5
－
－
34.1
34.7
35.9
－
－
8.2
2.4

40.2
40.9
42.3
44.0
45.6
41.6
42.3
43.7
45.4
47.0
10.8
3.1

47.8
48.6
50.1
52.0
53.8
49.2
50.0
51.5
53.4
55.2
13.4
3.9

－
72.2
73.9
76.0
78.0
－
73.7
75.4
77.5
79.5
15.9
4.6

－
73.2
75.5
78.2
80.8
－
74.8
77.1
79.8
82.4
18.5
5.4

－
80.8
83.2
86.1
89.0
－
82.2
84.6
87.5
90.4
21.1
6.1

－
88.6
91.3
94.4
97.6
－
90.4
93.0
96.2
99.3
23.7
6.9

－
100.5
103.7
107.4
111.0
－

102.3
105.5
109.2
112.8
26.2
7.6

－
122.1
125.4
129.4
133.2
－

124.4
127.7
131.6
135.5
28.8
8.3

－
143.8
147.2
151.3
155.4
－

146.0
149.5
153.6
157.7
31.4
9.1

1.5間 2.0間 2.5間 3.0間 3.5間 4.0間 4.5間 5.0間 5.5間 6.0間
1.25m
1.5m
2m
2.5m
3m
1.25m
1.5m
2m
2.5m
3m

駆動方式

手動式

出　幅
　θ角度

15°
20°
25°
30°
35°
40°
45°

1278
1256
1223
1186
1142
1089
1030

444
533
622
701
784
857
930

1522
1499
1461
1413
1359
1290
1220

491
600
708
812
910
1003
1090

2009
1975
1921
1862
1782
1691
1595

580
736
881
1024
1161
1293
1415

－
2446
2381
2301
2204
－
－

－
878
1065
1247
1424
－
－

－
2820
2720
2600
2460
－
－

－
1030
1270
1500
1725
－
－

D H D H D H D H D H
1.25m 1.5m 2m 2.5m 3m出幅

（単位：kg） （単位：mm）

1取付け位置の上部に障害物がある場合
●上ケース付きの場合…ブラケット上端から45mm以内に障害物がないこと。
●上ケースなしの場合…ブラケットが取付けられること。
※上ケース付きの場合で躯体部にシーリングをするときは、作業スペースを考慮してください。

●サイドキャップを取付ける場合は、外寸より20mm程度すき間をあけてください。

※取付け位置の上下に障害物があると取付けられないことがありますので、下記を確認してください。

※ボックスタイプの場合は、H寸法を70mm足し
てください。
※出幅が2mを超える場合は、20°以上に設定し
てください。キャンバスに雨水が溜まることが
あります。

※出幅2.5m・3mは36°以上にはできません。

2取付け位置の下部に障害物がある場合
●　　　  …躯体からの出寸法が110mm以下であること。（クランクハンドルが当たります。）
●下ケース付きの場合…ブラケット下部から70mm以内に障害物がないこと。
●アーム角度…アームの角度調整範囲に障害物がないこと。

3両入隅部分に取付ける場合

●両端の躯体取付けブラケットはそれぞれパイプブラケットから内側に400mmの範囲で移動する
ことができます。

※アームブラケットと干渉する場合があります。
アームの取合い（P.4参照）をご覧ください。

4躯体取付けブラケットの移動

●こう配寸法（数値は参考）

上ケース付き
45以上

下ケース付き
70以上

手動ギア
（手動式の場合）

110

0

0

100

50

100

150

200

250
150200250300

1
9
3
.5

25°の場合
20°の場合
15°の場合

30°の場合
35°の場合
40°の場合
45°の場合

開
口
寸
法

前枠（フリル）

フ
リ
ル

ブラケット上端

アーム

θ

G.L.

H

17
0

D

20 20
彩鳥

サイドキャップ

躯体取付けブラケット

パイプブラケット

400

400

■断面納まり図

■平面納まり図

5

16
20

2090
※4ページ
参照58

11075

5890
※4ページ
参照

巻取りパイプ長（切断長）　　Ｗ+81
3030 キャンバス幅　Ｗ+31

12

Ｗ：関東間　1820（1.0間）,2730（1.5間）,3640（2.0間）,4550（2.5間）,5460（3.0間）
6370（3.5間）,7280（4.0間）,8190（4.5間）,9100（5.0間）,10010（5.5間）,10920（6.0間）

15
前枠長さ　Ｗ+111 7 10710

15

前枠

取付け
ブラケット

手動ギア

ア－ムブラケット

取付け
ブラケット

キャンバス
巻取りパイプ

ア－ムブラケット

ベ－ス
パイプ

上ケース サイド
キャップ（R）

サイド
キャップ（L）

12

3
1

2

12

3520

5

16

3636

5

3

5

6

20

5
20

90
※4ページ
参照58

11075

5890
※4ページ
参照

巻取りパイプ長（切断長）　　Ｗ+81
3030 キャンバス幅　Ｗ+31

Ｗ：関東間　1820（1.0間）,2730（1.5間）,3640（2.0間）,4550（2.5間）,5460（3.0間） 
6370（3.5間）,7280（4.0間）,8190（4.5間）,9100（5.0間）,10010（5.5間）,10920（6.0間）

15
前枠長さ　Ｗ+111 7

10710
15

前枠

取付け
ブラケット

ベ－ス
パイプ

ア－ムブラケット

取付け
ブラケット

キャンバス
巻取りパイプ

ア－ムブラケット

ベ－ス
パイプ

ベ－ス
パイプ

上ケース
サイド
キャップ（R）

サイド
キャップ（L）

12

3
1
2

12

20

5

3636

5

6 18.5

5 1

角軸受け
モ－タ－

30 30
2020

●ボックスタイプ（木造納まり） ●フリルタイプ ●ボックスタイプ（RC造壁付け納まり） ●ボックスタイプ（RC造天井付け納まり）

●手動（外観右側駆動の場合）
※外観左側駆動の場合は左右対称図になります。 ※外観左側駆動の場合は左右対称図になります。

●電動（外観右側駆動の場合）

1616

〈製品〉 〈躯体〉

33
19
8.
5

256.7

60 アジャストアンカーM1025 50

15°
45°

15°
45°

256.7

コ－キング材
コ－チボルト
φ9×100

75
78
.5

40
19
3.
5

23
.5

33
25
0

アジャストアンカーM10
コーキング材

15°
45°

256.7

23
.5

40
75

19
3.
5

25
0

78
.5

33256.7

17
0

フ
リ
ル

45°
15°

75
78
.5

18
.3

40

23
.5

19
3.
5

23
5.
3

●躯体が木造
の場合は、天
井付けはし
ないでくだ
さい。

注　意!
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電動スイッチ式

　　　　　クランクハンドル
（手動ギア）の位置

67.5 42.5

手動式

手動式

手動ギア

※手動ギア・クランクハンドル
以外は　　　　　　　　
共通事項です。

電動スイッチ式手動式

■取付け詳細

※躯体取付けブラケットは、平坦で凹凸のない面
に取付けてください。
①躯体取付けブラケットのレベル・通りを墨出し
して取付け位置をけがきます。
※経年変化などで躯体の損傷が著しい場合は、
お施主様と打合わせをし、必要に応じて補修し
てから取付けてください。
②下穴をあけます。
※コーチボルトφ9を使用する場合の下穴は、  
φ5.5mmにしてください。
※アジャストアンカーφ10を使用する場合の下
穴は、φ15mmにしてください。
※壁面からボルトなどを出して取付ける場合は、
下表にしたがってください。

③躯体取付けブラケットを全体が壁面に密着す
るように取付けます。
※躯体取付けブラケットは必ず垂直かつ水平に
並べて取付けてください。

1躯体取付けブラケットの取付け

壁付け納まり 上 下25mm以下 35mm以下
RC造天井付け納まり 25mm以下

●壁付け納まり

■躯体取付けブラケット寸法

●RC造天井付け納まり

六角コーチボルトφ9×100
スプリングワッシャーM10用
平ワッシャーM10用

スプリング
ワッシャー
M10用

平ワッシャー
M10用

スプリングワッシャーM10用

六角ナットM10用

平ワッシャーM10用

平ワッシャーM10用
シーリング材

躯体取付けブラケット裏板

躯体取付けブラケット

アジャストアンカーφ10用

天井付け用金具

六角ボルトM10×35

六角ボルトM10×25

六角ボルト
M10×40

2ベースパイプの取付け
3パイプブラケットの取付け

躯体取付けブラケット裏板

躯体取付けブラケット

平ワッシャーM10用

六角ボルトM8×65

躯体取付け
ブラケット

ナットM8用

ナットM8用

六角ボルト
M8×65

パイプブラケット

ベースパイプ

5

4巻取りパイプの取付け
①仮止め側のパイプブラケットを、巻取り
パイプが入れやすいよう少し外側にず
らします。
②駆動側のボルトを上側だけ取付けます。
③巻取りパイプを持ち上げて、駆動側は
ボルトを、丸軸側は丸軸をブラケットに
いったん乗せます。
④駆動側のボルトを取付け、固定します。
⑤丸軸側に軸受けを取付け、パイプ固定
部品で固定します。
⑥ブラケットを戻して垂直に固定します。
※巻取りパイプと軸受けの間は1～
3mmあけてください。

①下図を目安に、キャンバス生地の継目に左右バランス良く取
付けます。

※ブラケットなどと位置がぶつかる場合は、位置をずらして     
キャンバス生地の継目に取付けます。
※生地の継目に取付けないとキャンパス生地が破れるおそれ
があります。

5巻取りサポートの取付け

■取付け位置

●駆動軸側

六角ナットM6用

角軸

パイプ
ブラケット

平ワッシャー
M6用

手動ギア

巻取りサポートB

巻取りパイプ

ベースパイプ
六角ボルトM8×65

巻取りサポートA

キャンバス生地の継目

六角ボルトM6×55 

1/2 1/2 2/5 1/5 2/5
※手動ギアは図の
向きに取付けて
ください。

※下ケースに当たる場合はリング部を手前に
傾けて取付けてください。

【3.0間用】 【3.5～6.0間用】

25
60

45 30

4
0

7
5

7
8
.5

3090

90

6上ケースの取付け

●丸軸側

軸受け

パイプ
ブラケット

巻取りパイプ
丸軸

1～
3m
m

あけ
る

トラスタッピンねじ
（3種） φ5×12

パイプ固定部品

ブラケット

巻取りパイプ

駆動軸

丸軸 ブラケット

●躯体取付けブラケットは、躯体の柱などの重量・使用に耐えられる構造材に
直接取付けてください。
●躯体が木造の場合は、天井付けはしないでください。
●指定のボルト・ねじで固定してください。
●コーチボルトφ9を使用する場合は、必ず構造材に45mm以上ねじ込んでくだ
さい。付属のコーチボルトで長さが足りない場合は、別途用意してください。
●アジャストアンカーφ10（オプション）を使用する場合は、必ずRC本体に
45mm以上埋込んでください。

注　意!

①上ケースを躯体取付けブラケットに取付けます。
②上ケースキャップを取付けます。
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手動式 電動スイッチ式
●モータータイプB（リミット調整棒タイプ）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

電動モーター

角軸受け

※電動モーターは図の向きに取付
けてください。
※リミット調整部が外観手前斜め下
側にくるようにします。

電動スイッチ式
●モータータイプA（リミット調整棒タイプ）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

※電動モーターは図の向きに取付
けてください。
※リミット調整部が外観手前斜め下
側にくるようにします。

上ケースキャップ（R）

現場切詰め（連装の場合）169mm

上ケースジョイント

上ケース

連装部分

六角ボルト
M8×20 

躯体取付け
ブラケット

六角ナットM8用
平ワッシャーM8用

コーキング材

電動モーター



■間口標準設置寸法

丸軸側

5

A

B B

5

75

3045 3030

38

30 803030

910×ｎ1 910×ｎ2

110

73

W 角軸側（駆動側）

ベースパイプ

アームブラケット

アーム（R）

アーム

前枠部品A

躯体取付けブラケット

アーム（L）

前枠

パイプ
ブラケット

関東間 W 外寸

1.0間 1820 2037

1.5間 2730 2947

2.0間 3640 3857

2.5間 4550 4767

3.0間 5460 5677

3.5間 6370 6587

4.0間 7280 7497

4.5間 8190 8407

5.0間 9100 9317

5.5間 10010 10227

6.0間 10920 11137

（単位：mm）

30
75 W 2730 110

30

100
d=1.25m:874

100

d=2m:124

d=1.5m:624

d=1.25m:2694

d=2.5m:1384
d=3m:884

100 d=2m:1944 100d=1.5m:2444

2730
30 30

75 1820 110

丸軸側75

30

Ｗ1820（躯体取付け
ブラケット取付け位置）

110駆動側

67 30

30

67

躯体取付けブラケット

ア－ムブラケット

ベースパイプ

ア－ム キャンバス（ポリエステル生地）

11075
3030

d=1.5m:1534
  100
（d=3m:72）

d=2m:1034

d=1.25m:1784

100
（d=3m:72）

1820 1820
d=2.5m:474

d=3m:30

400 400

30 30
75 110

67
3640 1820 1820

67
3640

2730

400 400

30 30
75 110182027302730

391 391

400 400

30 30
75 110

87

2730 1820 1820

87

2730

d=2.5m:1124
d=3m:624

75400 400

910
30 30

75 1103640 3640

d=2.5m:669
d=3m:169

75400
d=1.5m:1672

400d=2m:1172

910
30 30

75 1103185 3185

100 100

30 30
75 1103185 2275910

306

d=2.5m:530
d=3m:30

d=2m:1030
d=1.5m:1530

30 30

※間口4.5間の場合、本図は中央の
アームがL用のときを示します。
　R用の時は中央のアームが本図と
左右対称になります。

※間口3.5間の場合、本図は中央のアームがR用のときを示します。
　L用のときは中央のアームが本図と左右対称になります。

※W寸法は躯体取付けブラケットの両端は外側の止め穴中央、中間はブラケット中心位置を示します。

※本図は外観右側駆動（標準）で示しています。

※B寸法は調整が必要になる場合があります。

A寸法 B寸法（目安）
丸軸側 駆動側 丸軸側 駆動側

1.0間 202 237 368 403
1.5間、2.0間、2.5間
×1.25m、1.5m、2.0m 235 270 401 436

3.0間、4.0間～6.0間 535 570 758 793
2.0間×3m 207 242 430 465

上記以外 235 270 458 493
A

d=2M: 2194

d=2.5M: 1694

キャンバス継目

2730

巻取サポート

巻取サポート 30

400

110

d=1.5M: 2694

75

400

30
2730

d=3M: 1194

キャンバス継目

ベースパイプ

アームブラケット

A

前枠部品A

B

（単位：mm）

■特注寸法の躯体取付けブラケット位置について
●直近上位サイズの規格品の切詰めとして見ます。
●中間の躯体取付けブラケットの位置は
①中間アームブラケットの取付け位置から400mm以内にあること。
②間口3.5間以上の場合は、上ケースの連結部の両側にあること。
③巻取りサポート、アームブラケット取付け位置を避けること。
※巻取りサポートは、キャンバス生地の継目に必ずしてください。
※アームの折たたみ寸法は詰まりません。
※上記が無理な場合は、躯体取付けブラケットを追加して対応してください。
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d=1.5m:2184
d=2m:1684

■部品の組立て

①上ケース・下ケース・前枠を連結します。
※下表にしたがい、2部材のうちのどちらか一方のキャップ取付け側を
切詰めて組合わせてください。
※上ケース・下ケースの連結についてはP.7を参照してください。

①キャンバスにチューブを差込み、前枠に組込みます。
※間口3.5間～6.0間の場合は、チューブが2本に分かれてい
ます。中央部で突合わせて入れてください。
②フリルも同様に組込みます。（フリルタイプのみ）
※キャンバスは上巻きにしてください。

※間口3.5間～6.0間の場合
①キャンバス生地はパイプ中央部からパイプ端部
に引っ張りながら貼ります。
※パイプの継ぎ目とキャンバスの中央をはじめに
合わせます。
②巻取りパイプ芯にキャンバス生地の端部・継目を
除いてテープ張りしてください。

3ジョイント部の組立て（連装/間口3.5間～6.0間の場合）

●巻取りパイプ ●前枠（フリルタイプ）

●ベースパイプ

ベースパイプジョイント

●部材組合わせ

間　口 部材組合わせ
1.5間＋2.0間
2.0間＋2.0間
2.0間＋2.5間
2.5間＋2.5間
2.5間＋3.0間
3.0間＋3.0間

3.5間
4.0間
4.5間
5.0間
5.5間
6.0間

●切詰め寸法
※片側1本のみ

前　枠
上ケース･下ケース

111
169

（単位：mm）

1前枠部品Aの仮止め 2アームの組立て

4キャンバスの組込み

巻取りパイプ

ベースパイプ

巻取りパイプジョイント
ℓ1000

巻取りパイプ

リベットφ3

リベットφ4

前枠

チューブ

キャンバス

※取付け前に行ってください。

①前枠に前枠部品Aを六角ボルトM6×12で仮止めします。 ※アームおよび前枠部品Bには左右があります。
　アームバンドおよびシールの色で見分けてください。
※アームバンドの色と前枠部品Bに付いているシールの
色を合わせてください。

●前枠（ボックスタイプ）

現場切詰め 111

前枠ジョイント
ℓ600

前枠ジョイント
ℓ600

 皿タッピンねじ
（3種）φ4×10

写し穴φ3.6（現場穴あけ）

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

皿タッピンねじ（3種）φ4×10

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

28
5

20

28
5

20

前枠裏板

前枠部品A

目安
寸法

※4
ペー
ジ参
照

六角ボルトM5×22

六角ボルト
M6×12

六角ボルト
M6×12

平ワッシャー
M6用

15°～30°の場合 31°～45°の場合六角ボルト
M8×25

六角ボルトM8×40

六角ボルト
M8×40

六角ボルトM8×25

15°～30°

15°
20°

25°
30°

31°～45°

31°
35°

45°
40°

■角度設定
・出幅1.25m,1.5m,2mの場合 ・出幅2.5m,3mの場合

チューブ

※チューブの先端を面
取りすると容易に差
込めます。

20°～25°の場合 26°～35°の場合

20°～25°

20°

25°

六角ボルト
M8×25 六角ボルト

M8×40

六角ボルトM8×25

25°

26°～35°

35°

●全てのアームをアームブラケット・前枠に
取付け終わるまで、アームバンドを外さ
ないでください。

注　意!

六角ボルト
M10×75

スプリング
ワッシャーM10用

平ワッシャーM10用
アームブラケット

ナベタッピンねじ（3種）φ5×14
※アーム根元軸が動かないよう
　固定してください。

アーム根元部品
※ねじ穴を上にします。

アーム根元軸

アームスペーサー
※出幅2.5m・3mの場合は
必ず付けてください。

アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　  緑色（外観右用）

アーム

※プラスチック部品の付いて
　いる方が上です。

シール

スプリングワッシャーM6用
平ワッシャーM10用
トラス小ねじM6×16

前枠部品B… 赤シール（外観左用）
　　　　　　緑シール（外観右用）

写し穴φ3（現場穴あけ）

六角ボルトM8×40

上巻き

キャンバス生地

巻取りパイプ

端部

調整テープ
（2重貼り）

継目

継目

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

現場切詰め 111

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

皿タッピンねじ（3種）φ4×10

皿タッピンねじ
（3種）φ4×10

写し穴φ3.6（現場穴あけ）

28
5

20

28
520

（

■駆動部分の左右替えの仕方
①巻取りパイプから、キャンバス生地を外します。
②巻取りパイプを左右反転します。
③巻取りパイプにキャンバス生地を取付けます。
※キャンバスはマジックテープで取付けて
いますので、簡単に付直せます。

キャンバス生地

丸軸
角軸（手動のとき）

モーター（電動のとき）

マジックテープ

反転

巻取りパイプ

（ （

❶

❸

❷

※　　　　　　 モーター
電線の赤と黒の結線を
逆にして、回転方向を変
えます。

チューブ

※チューブは生地の重なり
部が下になっている側か
ら挿入する方が入りやす
いです。
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※片側1本のみ

※片側1本のみ

電動スイッチ式



■間口標準設置寸法

丸軸側

5

A

B B

5

75

3045 3030

38

30 803030

910×ｎ1 910×ｎ2

110

73

W 角軸側（駆動側）

ベースパイプ

アームブラケット

アーム（R）

アーム

前枠部品A

躯体取付けブラケット

アーム（L）

前枠

パイプ
ブラケット

関東間 W 外寸

1.0間 1820 2037

1.5間 2730 2947

2.0間 3640 3857

2.5間 4550 4767

3.0間 5460 5677

3.5間 6370 6587

4.0間 7280 7497

4.5間 8190 8407

5.0間 9100 9317

5.5間 10010 10227

6.0間 10920 11137

（単位：mm）

30
75 W 2730 110

30

100
d=1.25m:874

100

d=2m:124

d=1.5m:624

d=1.25m:2694

d=2.5m:1384
d=3m:884

100 d=2m:1944 100d=1.5m:2444

2730
30 30

75 1820 110

丸軸側75

30

Ｗ1820（躯体取付け
ブラケット取付け位置）

110駆動側

67 30

30

67

躯体取付けブラケット

ア－ムブラケット

ベースパイプ

ア－ム キャンバス（ポリエステル生地）

11075
3030

d=1.5m:1534
  100
（d=3m:72）

d=2m:1034

d=1.25m:1784

100
（d=3m:72）

1820 1820
d=2.5m:474

d=3m:30

400 400

30 30
75 110

67
3640 1820 1820

67
3640

2730

400 400

30 30
75 110182027302730

391 391

400 400

30 30
75 110

87

2730 1820 1820

87

2730

d=2.5m:1124
d=3m:624

75400 400

910
30 30

75 1103640 3640

d=2.5m:669
d=3m:169

75400
d=1.5m:1672

400d=2m:1172

910
30 30

75 1103185 3185

100 100

30 30
75 1103185 2275910

306

d=2.5m:530
d=3m:30

d=2m:1030
d=1.5m:1530

30 30

※間口4.5間の場合、本図は中央の
アームがL用のときを示します。
　R用の時は中央のアームが本図と
左右対称になります。

※間口3.5間の場合、本図は中央のアームがR用のときを示します。
　L用のときは中央のアームが本図と左右対称になります。

※W寸法は躯体取付けブラケットの両端は外側の止め穴中央、中間はブラケット中心位置を示します。

※本図は外観右側駆動（標準）で示しています。

※B寸法は調整が必要になる場合があります。

A寸法 B寸法（目安）
丸軸側 駆動側 丸軸側 駆動側

1.0間 202 237 368 403
1.5間、2.0間、2.5間
×1.25m、1.5m、2.0m 235 270 401 436

3.0間、4.0間～6.0間 535 570 758 793
2.0間×3m 207 242 430 465

上記以外 235 270 458 493
A

d=2M: 2194

d=2.5M: 1694

キャンバス継目

2730

巻取サポート

巻取サポート 30

400

110

d=1.5M: 2694

75

400

30
2730

d=3M: 1194

キャンバス継目

ベースパイプ

アームブラケット

A

前枠部品A

B

（単位：mm）

■特注寸法の躯体取付けブラケット位置について
●直近上位サイズの規格品の切詰めとして見ます。
●中間の躯体取付けブラケットの位置は
①中間アームブラケットの取付け位置から400mm以内にあること。
②間口3.5間以上の場合は、上ケースの連結部の両側にあること。
③巻取りサポート、アームブラケット取付け位置を避けること。
※巻取りサポートは、キャンバス生地の継目に必ずしてください。
※アームの折たたみ寸法は詰まりません。
※上記が無理な場合は、躯体取付けブラケットを追加して対応してください。

4/8

d=1.5m:2184
d=2m:1684

■部品の組立て

①上ケース・下ケース・前枠を連結します。
※下表にしたがい、2部材のうちのどちらか一方のキャップ取付け側を
切詰めて組合わせてください。
※上ケース・下ケースの連結についてはP.7を参照してください。

①キャンバスにチューブを差込み、前枠に組込みます。
※間口3.5間～6.0間の場合は、チューブが2本に分かれてい
ます。中央部で突合わせて入れてください。
②フリルも同様に組込みます。（フリルタイプのみ）
※キャンバスは上巻きにしてください。

※間口3.5間～6.0間の場合
①キャンバス生地はパイプ中央部からパイプ端部
に引っ張りながら貼ります。
※パイプの継ぎ目とキャンバスの中央をはじめに
合わせます。
②巻取りパイプ芯にキャンバス生地の端部・継目を
除いてテープ張りしてください。

3ジョイント部の組立て（連装/間口3.5間～6.0間の場合）

●巻取りパイプ ●前枠（フリルタイプ）

●ベースパイプ

ベースパイプジョイント

●部材組合わせ

間　口 部材組合わせ
1.5間＋2.0間
2.0間＋2.0間
2.0間＋2.5間
2.5間＋2.5間
2.5間＋3.0間
3.0間＋3.0間

3.5間
4.0間
4.5間
5.0間
5.5間
6.0間

●切詰め寸法
※片側1本のみ

前　枠
上ケース･下ケース

111
169

（単位：mm）

1前枠部品Aの仮止め 2アームの組立て

4キャンバスの組込み

巻取りパイプ

ベースパイプ

巻取りパイプジョイント
ℓ1000

巻取りパイプ

リベットφ3

リベットφ4

前枠

チューブ

キャンバス

※取付け前に行ってください。

①前枠に前枠部品Aを六角ボルトM6×12で仮止めします。 ※アームおよび前枠部品Bには左右があります。
　アームバンドおよびシールの色で見分けてください。
※アームバンドの色と前枠部品Bに付いているシールの
色を合わせてください。

●前枠（ボックスタイプ）

現場切詰め 111

前枠ジョイント
ℓ600

前枠ジョイント
ℓ600

 皿タッピンねじ
（3種）φ4×10

写し穴φ3.6（現場穴あけ）

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

皿タッピンねじ（3種）φ4×10

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

28
5

20

28
5

20

前枠裏板

前枠部品A

目安
寸法

※4
ペー
ジ参
照

六角ボルトM5×22

六角ボルト
M6×12

六角ボルト
M6×12

平ワッシャー
M6用

15°～30°の場合 31°～45°の場合六角ボルト
M8×25

六角ボルトM8×40

六角ボルト
M8×40

六角ボルトM8×25

15°～30°

15°
20°

25°
30°

31°～45°

31°
35°

45°
40°

■角度設定
・出幅1.25m,1.5m,2mの場合 ・出幅2.5m,3mの場合

チューブ

※チューブの先端を面
取りすると容易に差
込めます。

20°～25°の場合 26°～35°の場合

20°～25°

20°

25°

六角ボルト
M8×25 六角ボルト

M8×40

六角ボルトM8×25

25°

26°～35°

35°

●全てのアームをアームブラケット・前枠に
取付け終わるまで、アームバンドを外さ
ないでください。

注　意!

六角ボルト
M10×75

スプリング
ワッシャーM10用

平ワッシャーM10用
アームブラケット

ナベタッピンねじ（3種）φ5×14
※アーム根元軸が動かないよう
　固定してください。

アーム根元部品
※ねじ穴を上にします。

アーム根元軸

アームスペーサー
※出幅2.5m・3mの場合は
必ず付けてください。

アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　  緑色（外観右用）

アーム

※プラスチック部品の付いて
　いる方が上です。

シール

スプリングワッシャーM6用
平ワッシャーM10用
トラス小ねじM6×16

前枠部品B… 赤シール（外観左用）
　　　　　　緑シール（外観右用）

写し穴φ3（現場穴あけ）

六角ボルトM8×40

上巻き

キャンバス生地

巻取りパイプ

端部

調整テープ
（2重貼り）

継目

継目

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

現場切詰め 111

現場穴あけφ5.5

現場穴あけφ5.5

皿タッピンねじ（3種）φ4×10

皿タッピンねじ
（3種）φ4×10

写し穴φ3.6（現場穴あけ）

28
5

20

28
520

（

■駆動部分の左右替えの仕方
①巻取りパイプから、キャンバス生地を外します。
②巻取りパイプを左右反転します。
③巻取りパイプにキャンバス生地を取付けます。
※キャンバスはマジックテープで取付けて
いますので、簡単に付直せます。

キャンバス生地

丸軸
角軸（手動のとき）

モーター（電動のとき）

マジックテープ

反転

巻取りパイプ

（ （

❶

❸

❷

※　　　　　　 モーター
電線の赤と黒の結線を
逆にして、回転方向を変
えます。

チューブ

※チューブは生地の重なり
部が下になっている側か
ら挿入する方が入りやす
いです。
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※片側1本のみ

※片側1本のみ

電動スイッチ式



■製品重量 ■出幅とこう配の関係

■取付け位置の障害物確認

上ケース重量
下ケース重量

間　　　　　口
1.0間
25.1
－
－
－
－
26.5
－
－
－
－
5.6
1.6

32.7
33.3
34.5
－
－
34.1
34.7
35.9
－
－
8.2
2.4

40.2
40.9
42.3
44.0
45.6
41.6
42.3
43.7
45.4
47.0
10.8
3.1

47.8
48.6
50.1
52.0
53.8
49.2
50.0
51.5
53.4
55.2
13.4
3.9

－
72.2
73.9
76.0
78.0
－
73.7
75.4
77.5
79.5
15.9
4.6

－
73.2
75.5
78.2
80.8
－
74.8
77.1
79.8
82.4
18.5
5.4

－
80.8
83.2
86.1
89.0
－
82.2
84.6
87.5
90.4
21.1
6.1

－
88.6
91.3
94.4
97.6
－
90.4
93.0
96.2
99.3
23.7
6.9

－
100.5
103.7
107.4
111.0
－

102.3
105.5
109.2
112.8
26.2
7.6

－
122.1
125.4
129.4
133.2
－

124.4
127.7
131.6
135.5
28.8
8.3

－
143.8
147.2
151.3
155.4
－

146.0
149.5
153.6
157.7
31.4
9.1

1.5間 2.0間 2.5間 3.0間 3.5間 4.0間 4.5間 5.0間 5.5間 6.0間
1.25m
1.5m
2m
2.5m
3m
1.25m
1.5m
2m
2.5m
3m

駆動方式

手動式

出　幅
　θ角度

15°
20°
25°
30°
35°
40°
45°

1278
1256
1223
1186
1142
1089
1030

444
533
622
701
784
857
930

1522
1499
1461
1413
1359
1290
1220

491
600
708
812
910
1003
1090

2009
1975
1921
1862
1782
1691
1595

580
736
881
1024
1161
1293
1415

－
2446
2381
2301
2204
－
－

－
878
1065
1247
1424
－
－

－
2820
2720
2600
2460
－
－

－
1030
1270
1500
1725
－
－

D H D H D H D H D H
1.25m 1.5m 2m 2.5m 3m出幅

（単位：kg） （単位：mm）

1取付け位置の上部に障害物がある場合
●上ケース付きの場合…ブラケット上端から45mm以内に障害物がないこと。
●上ケースなしの場合…ブラケットが取付けられること。
※上ケース付きの場合で躯体部にシーリングをするときは、作業スペースを考慮してください。

●サイドキャップを取付ける場合は、外寸より20mm程度すき間をあけてください。

※取付け位置の上下に障害物があると取付けられないことがありますので、下記を確認してください。

※ボックスタイプの場合は、H寸法を70mm足し
てください。
※出幅が2mを超える場合は、20°以上に設定し
てください。キャンバスに雨水が溜まることが
あります。

※出幅2.5m・3mは36°以上にはできません。

2取付け位置の下部に障害物がある場合
●　　　  …躯体からの出寸法が110mm以下であること。（クランクハンドルが当たります。）
●下ケース付きの場合…ブラケット下部から70mm以内に障害物がないこと。
●アーム角度…アームの角度調整範囲に障害物がないこと。

3両入隅部分に取付ける場合

●両端の躯体取付けブラケットはそれぞれパイプブラケットから内側に400mmの範囲で移動する
ことができます。

※アームブラケットと干渉する場合があります。
アームの取合い（P.4参照）をご覧ください。

4躯体取付けブラケットの移動

●こう配寸法（数値は参考）

上ケース付き
45以上

下ケース付き
70以上

手動ギア
（手動式の場合）

110

0

0

100

50

100

150

200

250
150200250300

1
9
3
.5

25°の場合
20°の場合
15°の場合

30°の場合
35°の場合
40°の場合
45°の場合

開
口
寸
法

前枠（フリル）

フ
リ
ル

ブラケット上端

アーム

θ
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H

17
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D

20 20
彩鳥

サイドキャップ

躯体取付けブラケット

パイプブラケット

400

400

■断面納まり図

■平面納まり図
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16
20

2090
※4ページ
参照58

11075

5890
※4ページ
参照

巻取りパイプ長（切断長）　　Ｗ+81
3030 キャンバス幅　Ｗ+31

12

Ｗ：関東間　1820（1.0間）,2730（1.5間）,3640（2.0間）,4550（2.5間）,5460（3.0間）
6370（3.5間）,7280（4.0間）,8190（4.5間）,9100（5.0間）,10010（5.5間）,10920（6.0間）

15
前枠長さ　Ｗ+111 7 10710

15

前枠

取付け
ブラケット

手動ギア

ア－ムブラケット

取付け
ブラケット

キャンバス
巻取りパイプ

ア－ムブラケット

ベ－ス
パイプ

上ケース サイド
キャップ（R）

サイド
キャップ（L）

12

3
1

2

12

3520

5

16

3636

5

3

5

6

20

5
20

90
※4ページ
参照58

11075

5890
※4ページ
参照

巻取りパイプ長（切断長）　　Ｗ+81
3030 キャンバス幅　Ｗ+31

Ｗ：関東間　1820（1.0間）,2730（1.5間）,3640（2.0間）,4550（2.5間）,5460（3.0間） 
6370（3.5間）,7280（4.0間）,8190（4.5間）,9100（5.0間）,10010（5.5間）,10920（6.0間）

15
前枠長さ　Ｗ+111 7

10710
15

前枠

取付け
ブラケット

ベ－ス
パイプ

ア－ムブラケット

取付け
ブラケット

キャンバス
巻取りパイプ

ア－ムブラケット

ベ－ス
パイプ

ベ－ス
パイプ

上ケース
サイド
キャップ（R）

サイド
キャップ（L）

12

3
1
2

12

20

5

3636

5

6 18.5

5 1

角軸受け
モ－タ－

30 30
2020

●ボックスタイプ（木造納まり） ●フリルタイプ ●ボックスタイプ（RC造壁付け納まり） ●ボックスタイプ（RC造天井付け納まり）

●手動（外観右側駆動の場合）
※外観左側駆動の場合は左右対称図になります。 ※外観左側駆動の場合は左右対称図になります。

●電動（外観右側駆動の場合）

1616

〈製品〉 〈躯体〉

33
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8.
5

256.7

60 アジャストアンカーM1025 50

15°
45°

15°
45°

256.7

コ－キング材
コ－チボルト
φ9×100

75
78
.5

40
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3.
5

23
.5
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25
0

アジャストアンカーM10
コーキング材

15°
45°

256.7
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.5
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75
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5

25
0

78
.5

33256.7

17
0

フ
リ
ル

45°
15°

75
78
.5

18
.3

40
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5
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5.
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●躯体が木造
の場合は、天
井付けはし
ないでくだ
さい。

注　意!
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電動スイッチ式

　　　　　クランクハンドル
（手動ギア）の位置

67.5 42.5

手動式

手動式

手動ギア

※手動ギア・クランクハンドル
以外は　　　　　　　　
共通事項です。

電動スイッチ式手動式

■取付け詳細

※躯体取付けブラケットは、平坦で凹凸のない面
に取付けてください。
①躯体取付けブラケットのレベル・通りを墨出し
して取付け位置をけがきます。
※経年変化などで躯体の損傷が著しい場合は、
お施主様と打合わせをし、必要に応じて補修し
てから取付けてください。
②下穴をあけます。
※コーチボルトφ9を使用する場合の下穴は、  
φ5.5mmにしてください。
※アジャストアンカーφ10を使用する場合の下
穴は、φ15mmにしてください。
※壁面からボルトなどを出して取付ける場合は、
下表にしたがってください。

③躯体取付けブラケットを全体が壁面に密着す
るように取付けます。
※躯体取付けブラケットは必ず垂直かつ水平に
並べて取付けてください。

1躯体取付けブラケットの取付け

壁付け納まり 上 下25mm以下 35mm以下
RC造天井付け納まり 25mm以下

●壁付け納まり

■躯体取付けブラケット寸法

●RC造天井付け納まり

六角コーチボルトφ9×100
スプリングワッシャーM10用
平ワッシャーM10用

スプリング
ワッシャー
M10用

平ワッシャー
M10用

スプリングワッシャーM10用

六角ナットM10用

平ワッシャーM10用

平ワッシャーM10用
シーリング材

躯体取付けブラケット裏板

躯体取付けブラケット

アジャストアンカーφ10用

天井付け用金具

六角ボルトM10×35

六角ボルトM10×25

六角ボルト
M10×40

2ベースパイプの取付け
3パイプブラケットの取付け

躯体取付けブラケット裏板

躯体取付けブラケット

平ワッシャーM10用

六角ボルトM8×65

躯体取付け
ブラケット

ナットM8用

ナットM8用

六角ボルト
M8×65

パイプブラケット

ベースパイプ

5

4巻取りパイプの取付け
①仮止め側のパイプブラケットを、巻取り
パイプが入れやすいよう少し外側にず
らします。
②駆動側のボルトを上側だけ取付けます。
③巻取りパイプを持ち上げて、駆動側は
ボルトを、丸軸側は丸軸をブラケットに
いったん乗せます。
④駆動側のボルトを取付け、固定します。
⑤丸軸側に軸受けを取付け、パイプ固定
部品で固定します。
⑥ブラケットを戻して垂直に固定します。
※巻取りパイプと軸受けの間は1～
3mmあけてください。

①下図を目安に、キャンバス生地の継目に左右バランス良く取
付けます。

※ブラケットなどと位置がぶつかる場合は、位置をずらして     
キャンバス生地の継目に取付けます。
※生地の継目に取付けないとキャンパス生地が破れるおそれ
があります。

5巻取りサポートの取付け

■取付け位置

●駆動軸側

六角ナットM6用

角軸

パイプ
ブラケット

平ワッシャー
M6用

手動ギア

巻取りサポートB

巻取りパイプ

ベースパイプ
六角ボルトM8×65

巻取りサポートA

キャンバス生地の継目

六角ボルトM6×55 

1/2 1/2 2/5 1/5 2/5
※手動ギアは図の
向きに取付けて
ください。

※下ケースに当たる場合はリング部を手前に
傾けて取付けてください。

【3.0間用】 【3.5～6.0間用】

25
60

45 30

4
0

7
5

7
8
.5

3090

90

6上ケースの取付け

●丸軸側

軸受け

パイプ
ブラケット

巻取りパイプ
丸軸

1～
3m
m

あけ
る

トラスタッピンねじ
（3種） φ5×12

パイプ固定部品

ブラケット

巻取りパイプ

駆動軸

丸軸 ブラケット

●躯体取付けブラケットは、躯体の柱などの重量・使用に耐えられる構造材に
直接取付けてください。
●躯体が木造の場合は、天井付けはしないでください。
●指定のボルト・ねじで固定してください。
●コーチボルトφ9を使用する場合は、必ず構造材に45mm以上ねじ込んでくだ
さい。付属のコーチボルトで長さが足りない場合は、別途用意してください。
●アジャストアンカーφ10（オプション）を使用する場合は、必ずRC本体に
45mm以上埋込んでください。

注　意!

①上ケースを躯体取付けブラケットに取付けます。
②上ケースキャップを取付けます。
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手動式 電動スイッチ式
●モータータイプB（リミット調整棒タイプ）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

電動モーター

角軸受け

※電動モーターは図の向きに取付
けてください。
※リミット調整部が外観手前斜め下
側にくるようにします。

電動スイッチ式
●モータータイプA（リミット調整棒タイプ）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

※電動モーターは図の向きに取付
けてください。
※リミット調整部が外観手前斜め下
側にくるようにします。

上ケースキャップ（R）

現場切詰め（連装の場合）169mm

上ケースジョイント

上ケース

連装部分

六角ボルト
M8×20 

躯体取付け
ブラケット

六角ナットM8用
平ワッシャーM8用

コーキング材

電動モーター



■取付け手順

W

30

30

躯体取付けブラケット

ベースパイプ

巻取りパイプ

前枠（フリル）

フリル
パイプブラケット

キャンバス

巻取りサポート

アーム（L）

アームブラケット

前枠（フリル）キャップ（R）

前枠（フリル）キャップ（L）

上ケースキャップ（R）

上ケースキャップ（L）

下ケース

アーム（R）

※取付け位置は4ページをご覧ください。※取付け位置は4ページをご覧ください。

1躯体取付けブラケットの取付け

6上ケースの取付け
7アーム・アームブラケットの取付けおよびアームの調整

8下ケースの取付け
9キャンバスの固定
10前枠キャップの取付け

■　　　　　　　　 電気配線11カバーの取付け
■開閉リミットの調整

2ベースパイプの取付け
3パイプブラケットの取付け

4巻取りパイプの取付け
5巻取りサポートの取付け

サイドキャップ

※取付け面の面を出してください。

※電動の場合は結線してリミット調整してください。
※アームが伸びきると、アームが突張って巻取れない場
合があります。アームひじを曲げ方向に押すか、前枠を
押して巻取ってください。

■構造説明図
※本図は外観右側を駆動部とし、手動式を例に示します。

前枠（フリル）
キャップ（L）

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

キャンバス（布）

皿ドリルねじ
φ4×20

皿ドリルねじ
φ4×20

丸軸
巻取りサポートB

シーリング材

上ケース

六角ボルトM8×20
六角ボルトM8×20

平ワッシャーM8用
ナットM8用

上ケースキャップ（R）

上ケースキャップ（L）

軸受け
パイプ固定部品

サイドキャップ（L）

巻取りサポートA

六角ボルトM8×65

ナベ小ねじM4×12

平ワッシャーM10用
スプリングワッシャーM6用

トラス小ねじM6×16

六角ボルトM8×65

前枠部品B（R）

平ワッシャーM6用
六角ボルトM6×12

六角ボルトM5×22

六角コーチボルトφ9×100 
スプリングワッシャーM10用
平ワッシャーM10用

ナットM8用
A部

A部

六角ボルトM10×75

六角ボルト
M8×65

ナットM8用・スプリングワッシャーM8用・平ワッシャーM8用

角度調整材B

前枠部品A
六角ボルトM5×22

前枠（フリル）

前枠取付け裏板

躯体取付けブラケット

躯体取付けブラケット裏板

ナットM8用

手動ギア

平ワッシャーM6用
ナットM6用

六角ボルトM8×65 

下ケース
※フリルタイプの場合
   はオプションです。

チューブ

パイプブラケット

ナベ小ねじ
M4×16

サイドキャップ（R）

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12
前枠（フリル）キャップ（R）

ベースパイプ

フリル

巻取りパイプ

ナットM8用

六角ボルトM6×55

ナベ小ねじM4×45

下ケース取付け金具

六角ボルトM8×25
六角ボルトM8×40

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×14

アーム根元軸
アーム（L）
※アームバンド
   …赤色（外観左用）

アーム根元部品

アームブラケット

アーム（R）
※アームバンド
　…緑色（外観右用）
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角軸

スプリングワッシャーM10用
  平ワッシャーM10用

■　　　　　　　　 （A部詳細図）

ワッシャー組込み
六角ボルト
M6×35

電動モーター

角軸受け

ロットNo.
表示位置

ロットNo.表示位置

電動スイッチ式

上ケース

電動スイッチ式

ON

屋外コンセント
AC100V

室外露出
スイッチ

配線モール
（別途手配）

モーター
リード線

※電気工事説明書をご覧ください。

アース

※右記1～3の調整を行わないとアームのジョイント部分が破損（すき間）
します。

④前枠部品を移動し、アームが正常位置にくる様に調整して固定します。

※アームおよび前枠部品Bには左右があります。
　アームバンドおよびシールの色で見分けてください。
※アームバンドの色と前枠部品Bに付いているシールの色を合わせてください。 
①ベースパイプに、アーム・アームブラケットを取付けます。

①下ケースを、下ケース取付け金具・パイプブラケットに取付けます。
②サイドキャップを取付けます。
※下ケースに手動ギアが当たる場合は、手動ギアをパイプブラケットに固定
しているボルトをゆるめて当たらないよう調整し、ボルトをしめ直してくだ
さい。

①前枠に前枠キャップを取付けます。

8下ケースの取付け

●フリルタイプ

●ボックスタイプ

①開閉したときキャンバ
スが横ずれしないよう、 
チューブをキャンバス
から少し出る位置で  
カットし、キャンバスの
外側に皿ドリルねじを
止めて固定します。

9キャンバスの固定

10前枠キャップの取付け 11カバーの取付け

7アーム・アームブラケットの取付けおよびアームの調整

サイドキャップ（R）

※フリルタイプの場合はオプションです。

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12

パイプブラケット

現場切詰め（連装の場合）169mm

ナベ小ねじM4×16

φ4.5連装時現場穴あけ

ナベ小ねじM4×12

下ケース取付け金具

ナベ小ねじM4×50

下ケース
取付け金具

ナベ小ねじM4×16
ナベ小ねじM4×45

連装部分

皿ドリルねじ
φ4×20

前枠（ボックス）
キャップ（R）

前枠（ボックスタイプ）

②アームを前枠に取付けます。
※前枠をアームの前に垂らした状態で前枠部品Aを
スライドさせて取付けます。

③アームのこう配角度を調整します。
※前枠部品Aのラインと前枠部品B
のラインを合わせると前枠の傾き
を一定に設定できます。
　右図の状態がアーム角度15°です。
※角度調整材Bは
　15°～30°の場合は取付けボルト
の下に入れます。

　31°～45°の場合は取付けボルト
の上に入れます。

15°
前枠部品
ボルト

前枠部品
ボルト

角度
調整材B

角度
調整材B

角度調整ボルト
M5×22

20°

25°
35°

45°
30°

15°～30°の場合 31°～45°の場合

40°

■15°設定の例

角度調整材B

前枠前枠部品A

目安
寸法

※4
ペー
ジ参
照

アーム
前枠部品Bスラ

イド

前枠部品A

角度調整材

ライン

ライン

角度調整ボルト
M5×22

前枠部品B

角度調整ボルト
M5×22

皿ドリルねじ
φ4×20

前枠（フリル）
キャップ（R）

前枠（フリルタイプ）

皿ドリルねじ
φ4×20

キャンバス

前枠 チューブ

六角ナットM8用

ベースパイプ 六角ボルトM8×65

アームスペーサー

アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　  緑色（外観右用）

アーム

アームブラケット

※4
ペー
ジ参
照

シール

前枠部品B… 赤シール（外観左用）
　　　　　　緑シール（外観右用）

●全てのアームをアームブラケット・
前枠に取付け終わるまで、アーム
バンドを外さないでください。

注　意!

すき間が発生！ すき間が発生！

前枠前枠部品A

躯体アーム

ひじ

巻取りパイプ

アームのひじが
前枠側によって
いる。

2.前枠部品Aを下図のように数ミリづつ移動させ、アームのひじが前枠と
巻取りパイプの中間に位置するように調整します。
※アームのひじを持上げ、前枠部品をプラスチックハンマーで軽くたたい
て少しずつ移動させます。

1.前枠部品Aを取付け目安寸法（4ページ参照）より5mm程長めの位置に 
仮止めします。

目安寸法 5mm程度

⑤前枠の水平やアームの角度を③④の操作で調整します。
3.前枠部品Aを固定します。

等しく
移動してください

正常位置

■アームの調整
アーム根元部品

アーム
アームスペーサー　　

アームブラケット

※アームを壁側に一直線にし、左右のバランスをアーム
スペーサーで調整してください。
※アームが下ケースに当たらないようにしてください。

※位置により
アームの傾き
を調整します。

アーム

引寄せる

※前枠部品Aをスライドさせ、六角
ナットを締める際に、前枠の下側
を引寄せて固定します。

●アームバンドを外す際は、
手で押さえてください。

注　意!

■アーム部品カバーの取付け
●アーム取付け調整後、ねじ止めします。

ブラケットカバー

アームブラケット
皿小ねじ
Ｍ4×10

ベースパイプ

■ブラケットカバーの取付け（L型のみ）
●アーム取付け調整後、ねじ止めします。

　　　　　　　　アーム部品カバー 皿小ねじ
Ｍ4×10

前枠部品A

前枠

六角ナット
M8用

スプリング
ワッシャー
M8用

平ワッシャー
M8用
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やってはいけないこと！
●ひじが巻取りパイプ
にぶつからないよう
に注意してください。

アーム

※前枠と部品
を密着させ
てください。

※手でアームを持ち上げて取付けてください。
　ボルトが入りやすくなります。



注　意!

注  意! …取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。
冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

●商品が落下･破損するおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・躯体取付けブラケットは、躯体の柱などの重量・使用に耐えられる構造材に直接取付けてください。
・躯体が木造の場合は、天井付けはしないでください。
・指定のボルト・ねじで固定してください。
・コーチボルトφ9を使用する場合は、必ず構造材に45mm以上ねじ込んでください。付属のコーチボルトだと長さが足りない場合は、
別途用意してください。
・アジャストアンカーφ10（オプション）を使用する場合は、必ずRC本体に45mm以上埋込んでください。
●強いスプリングでアームが伸びてケガをするおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・アームをアームブラケット・前枠に取付け終わるまで、アームバンドを外さないでください。
・アームバンドを外す際は、手で押さえてください。
●漏水のおそれがありますので、ねじ穴にはコーキング材を充てんしてください。

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

■取付けされる方へのお願い

●強風（10m/s以上）のとき、又は突風が予想される場合は、必ずキャンバスを巻取ってください。
●出幅が2mを超える場合は、こう配角度を20°以上に設定してください。キャンバスに雨水が溜まることがあります。
●キャンバス生地・フリル生地は汚れ・傷が付きやすいので特に取扱いに気を付けてください。
●特注寸法でご注文の場合、上下ケース・前枠は規格寸法品となりますので現場加工をしてください。
●　　　　　　  の場合、モーター（巻取りパイプ）は日影に入れて熱くならないようにしてください。

■取付け上のお願い

■タイプ一覧

●この説明書は必ず、取付けされる方にお渡しください。
※　　　内は、ロットNo.表示位置を示します。

リモコン
送信機

※室外露出スイッチ仕様
　は特注対応

センサー

ON

コントロール
ボックス

配線モール
（別途手配）

センサー用
室内露出
スイッチ

クランクハンドル

AC100V
電源へ

室内埋込み
スイッチ

室内露出
スイッチ

配線モール
（別途手配）

配線モール
（別途手配）

屋内コンセント
AC100V

屋外コンセント
AC100V

室外露出
スイッチ

屋外コンセント
AC100V

モーター
リード線

モーターリード線

プラボックス
受信機

FM電波
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室内側室内側

室外側

室内側

手動式 電動スイッチ式

電動スイッチ式

配線モール
（別途手配）

屋外コンセント
AC100V

●風力センサースイッチ仕様/風力陽光センサースイッチ仕様

●室外露出スイッチ仕様
電動スイッチ式
●室内露出スイッチ仕様

電動スイッチ式
●室内埋込みスイッチ仕様

電動スイッチ式
●リモコンスイッチ仕様

配線モール
（別途手配）

配線モール
（別途手配）

※センサー用室外露出スイッチ（室内露出スイッチ）
1個が追加できます。（特注対応）
※センサーとの併用はできません。

電動スイッチ式

アース

アース

アース

アース

アース

の
設
定

開
リミット調整棒

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

白ボタン

ボタンカバー

ボタンカバー
（黄色）

黄ボタン

※間口・出幅サイズによりモーターのタイプが異なりますので、取付けてあるタイプに
合わせてタイプAかタイプBのリミット調整方法を選んでください。

〔タイプA：リミット調整棒タイプ〕
①電源を入れ、リミット調整棒を引っ張った状態のままスイッチを入・切して止めたい
位置で停止させます。
②開・閉の設定する方のリミット調整棒を放し、元の状態に戻します。
　・張り出す（開く）状態の場合は外観奧のリミット調整棒を放し設定します。
　・巻き取る（閉じる）状態の場合は外観手前のリミット調整棒を放し設定します。
③モーターカバー（黄色の部品）を取付けます。

■メンテナンス

■巻きじわ調整

■開閉リミット（限界）調整

①前枠からチューブを抜き、キャンバスを外します。
②巻取りパイプからキャンバスをほどいて外します。
③新しいキャンバスを巻取りパイプに一直線になるようマジックテープで取付けます。
④前枠にチューブでキャンバスを差込みます。
⑤キャンバスの巻きずれがないか確認し、キャンバスを巻取ります。

※巻きじわが発生した場合は、以下の手順にしたがってください。
①巻取りサポートがキャンバス生地の継目に取付けてあることを確認します。
②キャンバス生地を間口方向にピンと張り、巻きじわを直します。
③閉じる最後に、アームのひじが前枠やパイプに当たっていれば前枠部品の取付け位置調整をします。
※それでもひどく巻きじわが発生する場合は、以下にしたがって調整してください。
・巻取りパイプには一巻き分の生地の巻き残しがありますので、それに隠れるようにパイプ芯に布テープを張ります。
テープは市販の布テープで結構です。張付け位置はキャンバス生地の継目と継目の間です。

※テープは軸径を大きくすることにより生地の継目と中間の巻取り径を合わせるために張ります。
※早く巻取り過ぎて前枠が内側にそってしまわないよう、布テープは厚く張り過ぎないでください。
※巻取りサポートが複数ある場合は、巻取りサポート位置を前後して、キャンバス生地が均等に当たるようにします。

■キャンバスの交換

●前枠の左右の閉じのこし寸法が異なる場合は、躯体のレベル出し、アームの調整・キャンバスのしわ取りをした上で、
閉じのこし部分の巻取りパイプにテープ張りをします。

■前枠の閉じのこし寸法の調整

外観左側

外観左側

外観右側

外観右側

の
設
定

の
設
定

の
設
定 の設定

白ボタン
の設定

の設定
黄ボタン
の設定

リミット調整棒

モーターカバー
（黄色）

モーターカバー

〔タイプB：リミット調整ボタンタイプ〕
※3間×3m以上のサイズで出てきます。
①電源の入っていない状態でボタンカバーを外し、リミット調整ボタン（2個）を押します。
※ボタンが下がった状態　になり、未設定状態になります。
②電源を入れ、スイッチを入・切して止めたいところで停止させます。
③巻取った（閉じた）状態の場合は外観手前のボタンを押し、上った状態　にします。
　張出した（開いた）状態の場合は外観奥のボタンを押し、上った状態　にします。
※リミット調整が設定され、この位置にくると自動停止します。
④作動確認し、リミット調整が正しく設定されていない場合は①～③の手順をやり直します。
⑤ボタンカバーを取付けます。

■施工後のチェック項目

ブラケットの取付けボルトのゆるみ・締め忘れはないか 6ページ

ブラケットの取付けボルトにシーリングはしたか 6ページ

丸軸と軸受けの間は1～3mmあいているか 6ページ

アームの左右・取付け方法は適正か

アームのひじが前枠や巻取りパイプに当たっていないか 7ページ

7ページ

アームのひじが下ケースに当たっていないか 7ページ

全開の場合、アームのひじは5mm程度開いているか 8ページ

角度設定はブラケット側と前枠側がそろっているか 5・7ページ

前枠は断面図通り納まっているか 8ページ

8ページキャンパスのたるみ・シワ・巻きずれはないか

閉
開

閉

開 開

閉 閉

巻取りサポートB

巻取りパイプ

布テープ（市販品）

布テープ（市販品）

ベースパイプ

六角ボルトM8×65

巻取りサポートA

キャンバス生地の継目

●ボックスタイプ●フリルタイプ

こう配 出　幅
フリルタイプ ボックスタイプ

A B A B

15°～35°
2m以下 15 245 15 195

2m超え 20 250 20 200

2m以下36°～45° 20 255 20 205

●前枠納まり寸法（目安値）

コーキング材コーキング材

A

1
5
°
45°

256.7
B

256.7
B

A
1
7
0

フ
リ
ル

45°
  

※全開の場合は、アームが伸びきっ
た状態から少し巻戻した状態で設
定してください。
　伸びきった状態にすると風が吹い
たときにアームが破損しやすくな
ります。又、巻戻し始めが重くなり
ます。アームのひじ部品のベルト
が5mm程度見えるように設定し
てください。

※キャンバスを張出す（開く）場合は、周囲に障害物（木の枝・電線・アンテナな
ど）がないか確認してください。
※リミット調整された範囲内であれば、途中停止状態でも使用できます。

※          と　　　　　　で調整
方法が異なります。

キャンバス
ストップマーク
※現場張付け

ストッ
プ

ストッ
プ

■全開時の設定

※アームバンド…赤色（外観左用）
　　　　　　　  緑色（外観右用）

約5mm

アーム（L）

※ストッパーはありませんので、前枠
が止まる直前で止めてください。
※全開時の設定以内で、ストップマーク
を下図のように張付けます。

〔閉じるとき〕

〔開くとき〕

※リミット調整棒を引っ張ってい
る状態がフリーの状態です。
※2本同位置で引っ張って放すと
モータが動かなくなります。
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手動式

電動スイッチ式

手動式 電動スイッチ式

回転方向閉回転方向閉

回転方向開回転方向開

回転方向開
回転方向開

回転方向閉
回転方向閉


